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本
書
は
、
雑
誌
『
世
界
』
の
不
定
期
連
載
「
ス
ト
リ
ー
ト
群
島
」
に
端

を
発
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
扱
わ
れ
て
い
る
「
思
想
の
不
良
た
ち
」

は
、
鶴
見
俊
輔
と
花
田
清
輝
、
き
だ
み
の
る
、
安
部
公
房
の
四
人
で
あ
る
。

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
「
キ
リ
ス
ト
か
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
へ
」
に
ド
ゥ
ル

ー
ズ
の
そ
の
後
の
思
想
が
見
い
だ
さ
れ
う
る
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
の

四
人
の
著
作
に
は
、
六
〇
、
七
〇
年
代
に
花
開
く
思
想
が
宿
っ
て
い
る
と
、

上
野
氏
は
言
う
。
序
章
「
思
想
の
不
良
た
ち
」
で
は
、
そ
の
よ
う
な
五
〇

年
代
の
戦
後
思
想
が
、
欧
米
の
戦
後
思
想
と
の
関
連
で
「
ト
ラ
ン
ス
ロ
ー

カ
ル
」
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
ト
ラ
ン
ス
ロ
ー
カ
ル
」
と
は
、
ロ
ー
カ

ル
な
文
化
の
内
部
に
、
外
部
の
文
化
と
の
共
通
点
を
見
い
だ
す
態
度
を
指

し
、
ポ
ー
ル
・
ギ
ル
ロ
イ
も
用
い
た
言
葉
で
あ
る
。
日
本
で
は
一
般
に
、

ド
ゥ
ル
ー
ズ
や
ガ
タ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想
は
八
〇
年
代
以
降
の
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
思
想
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
著
作
の
多
く
は
、
日

本
の
戦
後
思
想
と
同
時
代
の
五
〇
、
六
〇
年
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
上
野
氏
は
日
本
の
思
想
を
、
特
に
影
響
関
係
の
な
い
同
時
代
の
欧
米

の
思
想
と
比
較
し
な
が
ら
読
み
、
「
実
際
に
は
な
か
っ
た
が
、
あ
り
え
た

か
も
し
れ
な
い
」（
一
六
頁
）
可
能
性
を
提
示
す
る
。
そ
れ
が
モ
ダ
ン
の
内

上
野
俊
哉
著

『
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想
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不
良
た
ち

―19
5
0

年
代
も
う
一
つ
の
精
神
史
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部
に
あ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
多
数
派
に
抗
す

る
思
想
」（
一
六
頁
）
が
、
敗
戦
後
の
「
転
形
期
」（
花
田
清
輝
）
に
「
思
想

の
不
良
た
ち
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
自
ら
の
思
想
に
首
尾
一
貫
し
て

生
き
た
彼
ら
は
、
シ
ス
テ
ム
が
規
定
し
た
自
ら
の
「
立
場
」
に
安
住
す
る

こ
と
を
拒
絶
し
て
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
続
け
る
。
そ
れ
は
「
転
向
」
な
ど

で
は
な
く
、
脱
構
築
的
に
「
立
場
」
の
対
立
の
意
味
を
失
わ
せ
る
「
転
回
」

な
の
で
あ
る
。
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
論
者
と
し
て
知
ら
れ

た
上
野
氏
が
「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
自
己
破
門
」（
『
一
冊

の
本
』
二
〇
〇
九
年
九
月
号
、
朝
日
新
聞
社
）
を
発
表
し
て
「
転
回
」
を
行
う
時
、

上
野
氏
は
自
ら
の
思
想
に
首
尾
一
貫
し
た
態
度
を
と
る
「
思
想
の
不
良
」

な
の
で
あ
る
。

第
一
章
「
ト
ラ
ン
ス
ロ
ー
カ
ル
な
転
回
と
倒
錯

鶴
見
俊
輔
」
で
は
、

鶴
見
俊
輔
が
そ
の
思
想
を
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
か
ら
の
影

響
を
受
け
な
が
ら
、
い
か
に
形
成
し
た
か
が
論
じ
ら
れ
る
。
か
つ
て
ド
ゥ

ル
ー
ズ
＆
ガ
タ
リ
は
『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』
に
お
い
て
「
リ
ゾ
ー
ム
」
を
次

の
よ
う
に
説
明
し
た
。

リ
ゾ
ー
ム
に
は
始
ま
り
も
終
点
も
な
い
、
い
つ
も
中
間
、
も
の
の

あ
い
だ
、
存
在
の
あ
い
だ
、
間
奏
曲

interm
ezzo

な
の
だ
。
樹
木
は

血
統
で
あ
る
が
、
リ
ゾ
ー
ム
は
同
盟
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
同
盟
に
属

す
る
。
樹
木
は
動
詞
「
で
あ
る
」
を
押
し
つ
け
る
が
、
リ
ゾ
ー
ム
は

エ

ー

ト

ル

接
続
詞
「
と
…
…
と
…
…
と
…
…
」
を
生
地
と
し
て
い
る
。
こ
の
接

続
詞
に
は
動
詞
「
で
あ
る
」
を
ゆ
さ
ぶ
り
根
こ
ぎ
に
す
る
の
に
十
分

エ

ー

ト

ル

な
力
が
あ
る
。（
「
序

―
リ
ゾ
ー
ム
」
（
『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』
宇
野
邦
一
、
小
沢



秋
広
、
田
中
敏
彦
他
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
四
年
九
月
）
三
八
頁
）

リ
ゾ
ー
ム
が
対
立
す
る
二
つ
の
も
の
を
「
と
」
で
結
び
つ
け
る
よ
う
に
、

鶴
見
は
マ
テ
リ
ア
リ
ズ
ム
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
を
非
弁
証
法
的
に
結

び
つ
け
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
マ
テ
リ
ア
リ
ズ
ム
が
世
界
を
一
元
的
に

捉
え
よ
う
と
し
て
自
ら
の
外
部
に
あ
る
言
説
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
を

排
除
す
る
の
に
対
し
て
、
鶴
見
の
「
マ
チ
ガ
イ
主
義
」
は
転
向
や
「
～
で

あ
る
」
立
場
か
ら
の
逸
脱
に
寛
大
で
あ
る
。
他
者
か
ら
の
「
反
証
可
能
性
」

（
ポ
パ
ー
）
に
自
ら
を
ゆ
だ
ね
る
鶴
見
は
、
精
神
／
物
質
の
対
立
を
カ
ッ

コ
に
括
り
、
共
存
さ
せ
る
。
鶴
見
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
実
存
的
に
読
み
、
物
質
性
と
精
神
性
の
あ
い
だ
を
た
え

ま
な
く
往
還
す
る
。
そ
こ
で
は
共
同
体
外
部
の
他
者
を
排
除
し
な
い
「
サ

ー
ク
ル
」
の
可
能
性
が
提
示
さ
れ
る
。

現
実
は
無
数
に
あ
る
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
の
島
に
す
ぎ
な
い
。
ト
ラ

ン
ス
ロ
ー
カ
ル
な
態
度
は
、
島
を
征
服
し
た
り
は
せ
ず
に
、
渡
り
歩
く
。

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
「
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
が
異
な
る
も
の
を
カ
テ
ゴ

リ
ー
か
ら
逸
脱
さ
せ
て
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
鶴
見
は
遠
く

離
れ
た
島
に
類
似
性
を
見
い
だ
し
、
つ
な
が
り
を
作
り
だ
す
。
こ
の
リ
ゾ

ー
ム
的
な
接
続
を
と
お
し
て
「
自
分
が
、
そ
し
て
世
界
が
他
の
も
の
に
生

成
変
化
す
る
こ
と
」（
六
九
頁
）
が
目
指
さ
れ
る
。
こ
の
「
群
島
と
し
て
あ

る
世
界
の
肯
定
」（
七
二
頁
）
に
こ
そ
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

ム
、
鶴
見
の
交
差
す
る
契
機
が
あ
る
の
だ
と
上
野
氏
は
論
じ
る
。
こ
の
時
、

上
野
氏
は
お
そ
ら
く
ド
ゥ
ル
ー
ズ
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
の
詩

人
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
の
「
群
島
的
世
界
」
を
モ
デ
ル
に
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

か
つ
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
は
「
民
族
誌
的
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
」
に
お
い
て
、
人
類
学
、
民
族
学
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
あ
い
だ

に
密
接
な
関
連
性
が
あ
り
、
こ
の
運
動
の
担
い
手
で
あ
っ
た
マ
ル
セ
ル
・

モ
ー
ス
ら
が
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
的
な
「
不
良
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
上
野
氏
は
花
田
清
輝
を
、
「
夜
の
会
」
な
ど
で
の
脱
領
域
的

な
運
動
か
ら
「
民
族
誌
的
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」
と
呼
ぶ
。
第
二
章
「
民

族
誌
的
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

花
田
清
輝
」
で
は
、
花
田
の
思
想
が
社
会

運
動
や
メ
デ
ィ
ア
論
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
上
野
氏
は

浅
田
彰
の
次
の
発
言
を
暗
黙
の
う
ち
に
参
照
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

花
田
清
輝
が
前
近
代
を
媒
介
と
し
て
脱
近
代
に
至
る
と
い
う
の
は
、

い
ま
で
言
え
ば
、
バ
フ
チ
ン
の
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
論
と
マ
ク
ル
ー
ハ
ン

の
電
子
メ
デ
ィ
ア
論
を
結
合
さ
せ
よ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
し

ょ
。（
浅
田
彰
、
柄
谷
行
人
、
蓮
實
重
彦
他
「
《
討
議
》
昭
和
批
評
の
諸
問
題
一
九

四
五

―
一
九
六
五
」
（
『
近
代
日
本
の
批
評
Ⅱ

―
昭
和
編
』
下
巻
、
柄
谷
行
人

編
、
講
談
社
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）
一
〇
八
頁
）

五
〇
年
代
末
に
花
田
が
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
そ
の
念
頭
に

あ
っ
た
の
が
サ
ー
ク
ル
運
動
だ
っ
た
と
上
野
氏
は
言
う
。
サ
ー
ク
ル
と
は
、

ゆ
る
い
結
社
と
し
て
の
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
り
、
花
田
は
そ
の

組
織
化
の
過
程
に
、
古
い
社
会
体
制
が
瓦
解
す
る
「
断
絶
」
を
見
る
。
花

田
は
こ
の
現
実
に
、
類
に
は
還
元
不
可
能
な
「
物
自
体
」
の
「
特
異
性
」

を
見
い
だ
す
の
だ
と
い
う
。



上
野
氏
は
サ
ー
ク
ル
運
動
に
お
け
る
匿
名
的
な
協
働
に
注
目
し
、
花
田

が
こ
の
匿
名
性
を
「
人
間
の
非
人
間
へ
の
変
身
」
に
お
い
て
探
求
し
て
い

た
の
だ
と
論
じ
る
。
資
本
主
義
社
会
で
の
労
働
で
は
、
人
間
が
モ
ノ
の
よ

う
な
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
疎
外
さ
れ
て
し
ま
う
。
花
田
は
労
働
に
よ
る
非

人
間
へ
の
変
身
を
疎
外
論
的
に
は
論
じ
ず
、
そ
こ
に
「
生
成
変
化
」（
ド
ゥ

ル
ー
ズ
＆
ガ
タ
リ
）
の
よ
う
な
も
の
を
見
い
だ
す
。
つ
ま
り
、
人
間
が
非
人

間
的
な
モ
ノ
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
で
逆
説
的
に
「
無
名
の
ノ
マ
ド
的
で

自
由
な
特
異
性
」（
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
「
第

セ
リ
ー

特
異
性
」
（
『
意
味
の
論
理

15

学
』
上
巻
、
小
泉
義
之
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
七
年
一
月
）
一
九
五
頁
）
が
発

見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
疎
外
を
生
き
抜
く
た
め
の
倒
錯
し
た
思

想
が
あ
り
、
安
部
公
房
の
変
形
譚
を
読
み
解
く
ヒ
ン
ト
が
あ
る
だ
ろ
う
。

花
田
に
よ
れ
ば
、
狩
野
永
徳
の
「
洛
中
洛
外
図
」
は
合
戦
図
に
似
て
お

り
、
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
を
思
わ
せ
る
の
だ
と
い
う
。
花
田
は
合
戦
と
カ
ー
ニ

ヴ
ァ
ル
に
「
見
世
物
」
と
し
て
の
同
質
性
を
発
見
す
る
。
そ
こ
で
描
か
れ

て
い
た
の
は
「
価
値
や
信
条
、
主
義
の
異
な
る
「
他
者
」
が
互
い
に
出
会

う
場
所
」（
一
三
一
頁
）
で
、
国
家
権
力
の
及
ば
な
い
「
潜
在
的
な
「
公
共

圏
」
」（
一
三
二
頁
）
で
あ
り
、
網
野
善
彦
『
無
縁
・
公
界
・
楽

―
日
本
中

世
の
自
由
と
平
和
』
の
「
ア
ジ
ー
ル
」
を
想
起
さ
せ
る
。
上
野
氏
は
こ
こ

に
「
前
近
代
を
踏
み
台
に
し
た
超
近
代
」（
一
三
三
頁
）
を
見
い
だ
す
。
ま

た
、
花
田
の
思
想
に
非
暴
力
主
義
的
で
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
的
な
デ
モ
の
可
能

性
が
見
い
だ
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
国
家
や
資
本
に
対
抗
す
る
運
動
の
指

針
に
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

か
つ
て
柄
谷
行
人
は
、
き
だ
み
の
る
の
『
気
違
い
部
落
周
遊
紀
行
』
が

「
た
ん
に
あ
り
ふ
れ
た
日
本
の
農
村
を
、
宇
宙
人
が
初
め
て
見
る
か
の
よ

う
に
観
察
し
た
も
の
」
で
「
一
読
に
値
」
す
る
と
高
く
評
価
し
た
（
柄
谷

行
人
「
親
の
責
任
を
問
う
日
本
の
特
殊
性
」（
『
倫
理

』
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）

21

三
二
頁
）
。
第
三
章
「
「
気
違
い
部
落
」
の
民
族
誌

き
だ
み
の
る
」
で
は
、

今
日
の
社
会
学
で
も
あ
ま
り
正
当
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
き
だ
の
再
評
価

が
行
わ
れ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
パ
リ
で
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
か
ら
民
族

学
と
社
会
学
を
学
ん
だ
き
だ
は
、
東
京
の
外
れ
の
村
落
共
同
体
を
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
対
象
に
選
ん
だ
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
き
だ
が
村
落

に
あ
る
無
住
の
寺
を
「
不
法
占
拠
」
し
て
住
ん
だ
こ
と
を
、

・

・
ソ

H

D

ロ
ー
『
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
』
に
お
け
る
ソ
ロ
ー
の
森
で
の
「
不
法
占
拠
」
に

な
ぞ
ら
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
き
だ
も
ソ
ロ
ー
も
、
孤
独
な
「
ひ
き
こ

も
り
」
か
ら
逆
説
的
に
「
公
共
性
」
を
発
見
し
た
の
だ
と
い
う
。

『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』
を
林
達
夫
と
共
訳
し
た
き
だ
は
、
昆
虫
を
観

察
す
る
よ
う
な
目
で
、
前
近
代
的
な
共
同
体
の
内
部
に
近
代
性
を
見
い
だ

し
た
。
「
ま
れ
び
と
」
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
共
同
体
に
「
歓
待
」
さ
れ

た
き
だ
は
、
そ
こ
に
モ
ー
ス
の
「
贈
与
論
」
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
互
酬
性
」

的
な
平
等
が
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
が
、
同
時
に
「
資
本
主
義
の
せ
ち
が

ら
さ
」（
一
九
七
頁
）
と
い
う
近
代
性
を
も
発
見
す
る
。
ま
た
、
村
落
で
の

「
じ
ぐ
を
ま
く
こ
と
」（
働
か
な
い
こ
と
）
に
は
贈
与
の
気
前
の
良
さ
と
怠

け
る
こ
と
の
競
争
の
両
方
の
要
素
が
あ
る
と
い
う
。
上
野
氏
は
こ
こ
に
「
権

威
的
、
官
僚
的
な
社
会
編
成
に
抗
う
傾
向
」（
一
九
九
頁
）
を
見
い
だ
し
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
ら
の
「
労
働
の
拒
否
」
の
思
想
と
結
び
つ
け
て
積

極
的
に
評
価
す
る
。
前
近
代
的
な
共
同
体
に
回
帰
す
る
こ
と
な
く
「
世
間
」

か
ら
逸
脱
し
よ
う
と
し
た
き
だ
は
、
ト
ラ
ン
ス
ロ
ー
カ
ル
な
ア
ナ
キ
ス
ト

な
の
で
あ
っ
た
。



第
四
章
「
文
学
の
工
場

安
部
公
房
」
で
は
ま
ず
、
安
部
公
房
の
作
品

に
は
、『
飢
餓
同
盟
』
の
よ
う
に
共
同
体
に
向
か
う
傾
向
と
、『
他
人
の
顔
』

の
よ
う
に
孤
独
の
中
に
閉
じ
こ
も
る
傾
向
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
る
。
『
飢
餓
同
盟
』
は
共
産
党
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
一

九
五
〇
年
代
の
サ
ー
ク
ル
運
動
も
反
映
し
て
お
り
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
バ
タ

イ
ユ
ら
の
秘
密
結
社
「
ア
セ
フ
ァ
ル
」
と
同
じ
く
陰
謀
結
社
の
パ
ロ
デ
ィ

だ
っ
た
こ
と
に
、
上
野
氏
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
の
提
起
を
見
る
。

『
箱
男
』
に
お
い
て
、
箱
男
は
「
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
」
を
思
わ
せ

る
箱
に
閉
じ
こ
も
っ
て
覗
き
を
す
る
。
箱
男
に
名
前
は
な
く
、
箱
の
中
の

自
己
は
空
虚
だ
が
、
そ
こ
で
逆
説
的
に
か
け
が
え
の
な
い
特
異
性
が
発
見

さ
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
は
都
市
化
が
も
た
ら
す
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

な
き
「
実
存
の
領
土
」（
ガ
タ
リ
）
が
あ
る
の
だ
と
上
野
氏
は
論
じ
る
。

ま
た
、
『
終
り
し
道
の
標
べ
に
』
の
故
郷
を
失
っ
た
主
人
公
に
と
っ
て

は
、
阿
片
と
い
う
「
フ
ァ
ル
マ
コ
ン
」（
薬
＝
毒
）
が
忘
却
さ
れ
た
過
去
を

呼
び
出
し
、
「
多
と
し
て
の
一
」
の
匿
名
性
を
も
た
ら
す
の
だ
と
い
う
。

『
他
人
の
顔
』
を
扱
っ
た
箇
所
で
は
、
「
顔
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
安
部
と

花
田
清
輝
、

＝

・
サ
ル
ト
ル
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
、
ジ

J

P

ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
思
想
が
比
較
さ
れ
る
。
主
人
公
が
「
仮
面
」
を
つ
け

て
妻
を
誘
惑
す
る
時
、
通
常
と
は
異
な
っ
た
関
係
性
が
生
起
す
る
。
つ
ま

り
「
通
路
と
し
て
の
顔
」
が
、
固
定
化
し
た
枠
組
み
や
規
則
そ
の
も
の
に

異
議
を
突
き
つ
け
る
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
作
中
の
ヨ
ー
ヨ
ー
と
、
フ
ロ

イ
ト
「
快
感
原
則
の
彼
方
に
」
に
登
場
す
る
「
糸
巻
き
」
の
類
似
性
が
示

さ
れ
て
い
て
、
お
も
し
ろ
い
。
こ
こ
で
は
仮
面
／
素
顔
の
反
復
的
な
往
還

を
と
お
し
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
執
着
し
な
い
で
他
者
と
関
係
す
る

こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
安
部
に
と
っ
て
、
自

己
と
他
者
の
理
解
し
が
た
さ
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
の
だ
と

い
う
。

終
章
「
砂
の
カ
ッ
プ
ル
」
で
は
、
安
部
公
房
『
砂
の
女
』
が
花
田
清
輝

や
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＆
ガ
タ
リ
の
思
想
と
の
関
係
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。
先
行
研

究
で
は
、
『
砂
の
女
』
の
砂
漠
は
前
衛
党
や
共
同
体
の
隠
喩
だ
と
さ
れ
て

き
た
が
、上
野
氏
は
砂
漠
に
自
己
と
他
者
の
関
係
の
捉
え
が
た
さ
を
見
る
。

花
田
清
輝
が
エ
ッ
セ
イ
「
テ
レ
ザ
・
パ
ン
ザ
の
手
紙
」
で
夫
婦
で
あ
る
と

同
時
に
同
志
で
も
あ
る
テ
レ
ザ
と
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
を
描
き
、
ド
ゥ
ル
ー

ズ
が
『
デ
ィ
ア
ロ
ー
グ
』
で
ガ
タ
リ
が
徒
党
の
一
員
で
あ
る
と
同
時
に
一

人
き
り
だ
と
言
っ
た
よ
う
に
、
『
砂
の
女
』
の
主
人
公
と
女
は
一
緒
に
暮

ら
し
な
が
ら
も
互
い
に
単
独
者
で
あ
る
。
そ
の
日
常
生
活
に
お
け
る
同
じ

こ
と
の
反
復
が
、
そ
の
つ
ど
一
回
的
な
特
異
性
を
生
む
の
だ
と
い
う
。

本
書
で
は
一
貫
し
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
き
特
異
性
や
、
立
場
か

ら
の
転
回
、
異
な
る
も
の
と
の
リ
ゾ
ー
ム
的
な
つ
な
が
り
、
共
同
体
外
部

の
他
者
を
排
除
し
な
い
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
探
求
さ
れ
て
い
る
。
近
代

が
抑
圧
し
た
、
戦
後
民
主
主
義
や
左
翼
思
想
の
「
も
う
一
つ
の
可
能
性
」

は
、
国
家
と
資
本
に
対
抗
す
る
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
し
て
回
帰
す
る
だ
ろ
う
。

（
二
〇
一
三
年
三
月

岩
波
書
店

三
二
八
頁

二
八
〇
〇
円
＋
税
）

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
修
士
課
程
二
年
）
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